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   午前10時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

────────────────── 

   日程第１ 一般質問   

○議長（浅沼幸雄君）  これより本日の議事日

程に入ります。 

 日程第１、一般質問を行います。 

 順次質問を許します。16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  おはようございます。

一般質問の最後となります。よろしくお願いい

たします。 

 ロシア軍がウクライナに侵攻して100日が過

ぎたようです。多くの尊い人命が失われ、家族
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もばらばらになり、住宅そして建物が破壊され、

また広大な農地が荒らされています。その攻撃

は止むことはありません。一刻も早く停戦して

ほしい、誰もが思うことだと思います。世界の

平和と安全を目的としている国連の役割も機能

していないのが現状であります。ロシアのウク

ライナ侵攻によって、世界で、日本で、大きな

影響を受けています。避難民の受け入れ、物価

の高騰、物価の高騰は特にも原油、食料、木材

の不足等々大きいものがあります。 

 世界の国々は、輸入、輸出は不可欠なもので

ありますが、まず燃料に影響、つまり物資の流

通がままならず、全てにおいて物価高となって

おります。日本においても、そして岩手遠野に

おいても大きな影響となっています。日本政府

は、幾らかでも国民の負担が軽減されるように、

そういうような対策を講じていると思いますが、

はるかにそれを飛び越えて大きな負担を影響を

受けています。コロナ禍において戦争と二重の

重い負担に強いられています。 

 改めて世界はつながっている、人も土地も海

も。しかし人々の考えはある意味みんな違う。

求めているのは人命の尊重と世界平和だと私は

思っています。 

 それでは通告に従いまして、一般質問を行い

ます。今回私はテーマを２つ設けました。１つ

目は永遠の日本のふるさと遠野のまちづくり。

そして、２つ目は医師の確保についてでありま

す。市長に対しては一問一答方式にてお伺いい

たします。 

 最初のテーマは、永遠の日本のふるさと遠野

のまちづくりについてであります。 

 遠野三山をはじめ、豊かな自然の中での生活

は癒しにもつながっております。熊、鹿、イノ

シシも生存しています。私は、大事なことは自

分たちの住んでいるところを、まずは住みやす

いところにしたいとそう思う気持ちを持つとい

うことが必要だと思っています。遠野市は永遠

の日本のふるさと遠野を標榜しています。現状

で、満足な市民もたくさんいることでしょう。

また、不満や不安を持っている人もいるでしょ

う。我々地方議会人としては、さらなる上を目

指すのは当然でございます。市民の安心安全な

生活とともに、地域づくりが重要な要素である

と、私は、思っております。 

 市では、小さな拠点づくりの下、地区セン

ターの指定管理制度、行政区の合併、消防団の

合併として進め交付金対応しています、この３

年間コロナの感染という未曽有の事態において、

住民議論を十分ではない中、行政は進めてきま

した。 

 市長は、これからが大事で振り返ることはな

いというような話も聞いた覚えもあります。私

は今後の地域づくりは行政と地域住民でつくる

ものと思っていますが、このことについては行

政主導で作られたものであります。地域の温度

差もあり十分な話もできなかったのではないか

というふうに私は反省しております。 

 市長就任から１年もたっていませんが、地域

づくりのプロセスについてどう考えておられる

のか、まず、お伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  おはようございます。 

 小さな拠点、地区センターですね。地区セン

ターを中心とした地域づくりですけれども、こ

れは地域の最重要拠点として考えております。

今、議員振り返ることはないというふうにおっ

しゃいましたけども、スタートしましたので進

化していきましょうと。その進化の方向性の中

で、過去にいいところはそこも取り入れながら

いくということで、そのシステムについて振り

返っていくということはない部分はあります、

スタートしましたから。ですけどもいろんなこ

とは、もう360度上下可能性を持たせながら、

その地域、地域の特性を生かしていきたいと思

います。それが基本的な考えてございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  振り返ることも当然必

要というふうに思って、昨日から聞いておりま

した。 
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 そこで、私は今後の生活の中で、これは地域

づくりの中ですけども、自家用車が使うことが

できない状態になったときのことを考えると不

安になります。老人世帯が増えていて自分が思

うように動けない、つまり交通弱者になるとい

うことです。 

 ざいのほうに住んでいる方にとっては足が大

事です。今回選挙の投票所も少なくなる、ある

いは税の申告もとぴあに集中する、そして健康

診断や検診も中央で行うなど大変な負担となっ

ております。 

 そこでこの前の遠野テレビニュース、生活交

通のために動き出した地域が放映されました。

私は、ああこれだなというふうに思って見てい

ました。しかしどこの地区でも同じように取り

組むことができるかというとそうではない。小

さな拠点づくりの中で、私はスタートしている

部分、スタートしない部分いろいろありますけ

れども、高齢化の中では、私はこの足の問題が

一番だと思っていますし、今行われている指定

管理、その中に管理の条件として、条件として

地域の足の確保、そういったものを取り組むこ

とができるのではないかというふうに思います

けれども、市長のお考えを伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  おっしゃるとおり地域

交通ってのは、本当にこれから重要になってい

きます。これは、いろんなやり方があると思う

んです、地域によってその地理的な条件も違う

し、個性がこれから出ていくと思いますが、こ

れは本当にその地域の重要な課題になっていく

と思います。ですから市も全力を挙げて考えて

いくべきだし、それはもちろん地域と一緒に考

えていくべきだと考えています。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  新しく市長になって３

回目ですか、議会。非常に私たち議員にとって

も、これは考え方を改めなきゃならない。と言

いますのは、いろんな質問しても、地域と一緒

にやりましょう、それはそのとおりなんですけ

ども、具体性っていますか、例えば今の生活交

通の話しても、前回も私質問いたしました。ロ

ボットといいますか、そういった交通網という

ような話も市長からされましたけども、やはり

私は、今々の課題なんです、これが。今年も、

私知っています、免許返納した人。そして自動

車学校に行って適正に当てはまらないというよ

うなことで止めなきゃならない、そういったと

ころが身近に見えてまいります。 

 ですから、先ほど言ったようにその地区で必

ずというと語弊があるかもしれませんけれども、

例えば土淵町のまちづくりのような形でスター

トした、そういうところが、温度差なり地域格

差のないような形で進める、ですから、私はこ

の指定管理の中にも、こういったことをきちん

とやってくださいということが必要ではないか

ということで質問していますので、再度答弁願

いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  土淵町でスタートした

ように、上郷町でも買物とか、様々な活動が出

ています。そして、さらにこうしようかってい

うプランを立てはじめている地域もあります。

これは、私、重要だと思います。全てが行政依

存であってはこれからの行政、地域っていうの

はやっていけないです。ですから、これ我慢し

ながらでも、その自主的なプランをある程度誘

導するってことは必要なのは議員もお分かりだ

と思います。その上で、今ある地域交通、遠野

市の中枢の交通、これはバスとタクシーによる

オンデマンドとか、そういうことです。これの

見直しをしていかなければいけないです。これ

もこのままいかないです、バス停まで歩いてい

けないって状態がきているってことですよね。

だとすると、極端な話するとバス停いらないじ

ゃないかと、バス停いらなくてそこにそれぞれ

の地域で、オンデマンドみたいな形なんですけ

ども、もうちょっと網の目の細かい交通が必要

じゃないかと思っています。これをじゃあ今の
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バスの路線をどういうふうにしていくのかって

ことが、まず１つ課題になりますね。それとこ

れからデジタル田園都市構想というものが進ん

でいくと、また小さな拠点の政策の中では、小

さな拠点と小さな拠点をつなぐ交通っていうの

も出てきます。そうすると小さな拠点として、

議員のお住まい附馬牛があるとします、これと

例えば上郷があるとします。そうすると、それ

をつなぐ交通網ってどうふうにするのっていう

ことになってきます。こういったものをつくれ

ていくようになってくわけです政策的に。 

 それともう一つは、その例えば、ぽつんとこ

う離れて独立してある集落があります。そこの

交通はどうふうにするのか、そうするとそれ一

緒ではなくて、そこの交通はそこに１人、係り

の人が地域の中にいて、これをある程度収入に

しながら、使う人もお金を払い、市もお金を用

意し、用を足せるようにする。これはどこまで

つないできてどういうふうにするのか、こうい

うこと必要になります。 

 そうすると、その条件、条件でいろんなこと

が違いが出てきたり、共通している部分が出て

くるわけです。運転手さんをどうする、その交

通網の管理をどうするかっていう、いろんなこ

と考えなきゃいけないです。これを今までやっ

てきていれば、それの延長で様々な手段を打て

るんですけれども、今考え出していっているよ

うな状況です。これを、私しっかりつくりたい

と思っています。そのためには、じゃあ予算を

どうする、遠野広いですよね、それを持ってく

るとすれば膨大な、満遍なくいくとすればお金

がかかる、じゃこの予算どうする、じゃあこれ

は自動運転特区っていうのをとって、その中で

やれる部分、小さな拠点のつなぎという部分で

やれる部分、デジタル田園都市構想の中でやれ

ていく部分、それと、今までの早池峰バス、そ

れとタクシーの委託、これでやれる部分出てき

ます。この辺もプランの中ではバラバラにして

考えていかなければいけないと思います。これ、

どうやってその地域の特性を生かしながらやっ

ていくか、それをまずまとめるイメージをつく

っていくために、私は地域で考えてくださいと

言っています。それを集めて集約して計画を立

てていかなければ、市としてはいけないです。

それがまず大きくやっていきたい交通。この中

ではタクシーっていうのは重要だと思います。

その配車のシステム、ルート、それと営業、こ

の部分で大事だと思います。タクシー業者さん

ともコミュニケーション取りながらどうやって

つくっていくかってことになります。これらが

一つ、構想とする中です。 

 もう一つは今どうするかということですね、

今どうするかっていうところを考えると、即効

性のあるものとしては、とりあえず今の法制度

ルールの中でオンデマンド交通を増やす、例え

ば、こういうことだと思います。それはどうい

うふうな地域をどうふうに増やしていけばいい

かと。この地域事情があって、全部１回にやる

のか、モデル地区をつくってはじめるのか、こ

の辺の選択も出てくると思います。 

 だから具体性があるかないかっていう以前に、

計画に対する具体性、要するに計画をしっかり

つくった中で、具体的にどういうふうにしてや

っていくかっていうところをやらなければいけ

ないっていうに考えています。 

 だから、恐らく議員は地域のことをいろんな

ことをやられているので、いろんなその日常の

日々の進化が、変化が目に入ってくる、耳に入

ってくる、問題が目の前にあるどうしようと。

分かります、私もそう思います。そこ明日どう

するっていうところをやれと言っているのかな

と思います。明日どうにかしたいです。明日、

なるべく明日を早くするために進めていかなき

ゃいけないですから、地域もそこのところを真

剣にうちの交通はこういうふうにあればいいね

っていうことを考えて欲しい。それ集めて、み

んなでこういうふうに、この地域はこういうふ

うな交通、この地域はこのような交通、自分た

ちでもこういう部分はできますよとかっていう

部分をつくって整理していかないと、遠野全体

としてはできていかないと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 
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   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  よく分かりましたけれ

ども、この生活交通、地域交通については、何

年もかけて私も委員会なり、あるいは一般質問

で行ってまいりました。そして地域ごととなる

と温度差が出る地域差が出てくる。私はこの地

域交通っていうのは、まとまる人は一ついいん

だよ、土淵の人が附馬牛の人乗せて来てもいい

んだよ、人がいないときは青笹町の人が来てや

ってもいいんだよと、そういうネットワークっ

ていうんですかね、私はそれがベストと思うん

ですよ。それに公共交通の業者のさっき言った

タクシー会社とか、そういった方たちも入れて

ベストなものをつくっていくということが大事

だと思います。ですから、今までこういっちゃ

なんですけれども、行政主導でこれやれあれや

れでやってきたんですけども、今いざ、市長の

ような人が変わってくるというと、これは地域

住民も戸惑いもかなりあると思いますよ。どう

いうやり方でやったら今度遠野よくなるんだろ

うということをこれからじっくり考えていかな

ければと思います。 

 次の質問ですが、今農村の抱える課題は山積、

水稲にしても米価の下落、資材等の高騰、水稲

活用の直接支払いの交付金の見直しなど生産者

の意欲をそぐものであり、畜産においても和牛

子牛の価格の下落、飼料の値上げ、どれもこれ

も農家の意欲をそぐものであります。 

 先日、私は農村ＲＭＯの話を聞く機会があり

ましたが、現状として人口減少や高齢化が急速

に進行、このままでは農用地の維持、管理、農

業生産活動の継続が困難となっております。そ

こで、このＲＭＯは小学校単位での範囲におい

て複数集落を対象として農用地の保全や地域資

源を活用した経済活動、生産支援活動と３つの

柱として行うとインターネットでしゃべりまし

たけれども、これが農村ＲＭＯを形として地域

運営組織として活動するようにするとあります。 

 簡単に言えば、地域づくり、今の小さな拠点

もそうですけどもプラス農業部門が入るような

ものでしょうか。私は以前から地区センターに

おいて中山間直接支払事務や多面的機能支払事

務をやるようにしたらと、農業者の所得向上に

もつながると発言しております。また、仮に営

農組合組織も高齢化によって経理も大変な重荷

となってきています。 

 理想論ではありますが、まさに地域一体とな

った地域づくりがＲＭＯとあります。ＲＭＯに

ついて、市長のお考えを伺いたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  まず、ちょっとさっき

言い忘れたことあるんですけど、その地域交通

は地域の人が運営してくださいってことじゃな

いです、私が言っているのは。地域、地域によ

って有効な交通網とシステムとはどういうもの

か、こんな制度だったらいいなってことをまず

考えるってことなんです。その結果タクシー会

社とかいろんな方が動くので、それこそ土淵の

人が来て、達曽部のことやってもいいとかそう

いうことです。そのシステムをしっかり構築、

交通網とか、やり方を構築すれば、今携帯電話

でも無線でもスマホでいろいろできるわけです

から、様々対応できる、それのこういう形、こ

ういう格好でやりましょうっていうのをつくり

たいということなんです。そうすると、そこに

はまってくので、タクシー会社のその無線のシ

ステムとかっていうのも有効になってくるし、

いろんな形ができる、車もワゴン車の方がいい

とかですね、そう形が出てきていくので、その

中で、地域の中である意味ビジネスになる部分

も出てくるかもしれないです、少しですね。ビ

ジネスになるのは、もうけるって意味じゃない

ですよ、それで人を１人いれるということです

ね。 

 地域の中でＲＭＯにつながっておきますこれ。

地域の中で地域づくりは、私あの数年前もいろ

んな挑戦したことがありまして、地域づくりが

仕事になっていかないともうやれないよという

話をしていました。これ要するにＲＭＯの考え

方です。ただ、前回の議会だったでしょうかね、

巳喜男議員からＲＭＯの農村ＲＭＯの話が出ま
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したですよね、定例議会で。これはちょうど小

さな拠点のスタートと重なっているころです。

いつもちょっとこう今回もデジタル田園都市構

想でちょっと早めにいろいろ出てくるので、あ

のとき、これなんだけどタイミングの問題です

よね、小さな拠点をスタートしましょうと言っ

ているところに、今ＲＭＯをやりましょうって

かぶせていくと、まずこれもう大変なる、もう

だめだ。そうすると小さな拠点に関しても、拒

否反応が先に来るわけです。これそうですよね、

大変なっていくという意味からすると、これは

タイミングだなというふうに私は考えて、まず

小さな拠点のスタートというお話をしました。

覚えていらっしゃると思うんですけど。これは

ＲＭＯっていうのは、一つチャンスなんですよ、

チャンスだけども政府はこうしなければ地域は

やっていけないよっていうようなことの結論な

んですよね。つまり地域の中に小さい産業を起

こしていきなさいよと、地域と産業と人、それ

を運営していく人が一体となっていくから、そ

の地域のサポートもできるし地域経営ができる

というようなことで。農業もそういう集団的な

最終的には地域っていうふうに政府のほうは考

えているのかもしれませんけれども、そういう

単位でやってかないとできないよと。特に中山

間の話は議員時々おっしゃいますけれどもそこ

に対応するもの、これを今までのシステムとは

違って、そこでお金を生んだり、様々な活動の

中でやっていく、その経営者が地域を引っ張っ

てくるみたいなイメージのところのものです。

これは非常にその中で財政的なその補助とか

様々な活動につながるものでもあるし法人化に

もつながりますね。いろんな法人化もあります。

これは、私は有効に使えるだろうと思っていま

す。ただ今でも多分そこにＲＭＯをやりましょ

うっていうと、これ以上ちょっと事務量が増え

るよというような感覚をお持ちになる例えば地

域もあると思います。ですからこれも自主的に

出てこないといけないんですけど、やっていく

中では、これやりたいなっていうような話が出

てくるはずです。恐らくそのときに有効にやれ

るようにお手伝いするということが必要だと思

っています。 

 もう一つはＲＭＯが必ずしも地域だけでなく

ていいってことです。例えば何かの施設があっ

て、これを私たちの地域が農業も絡めながらこ

の地域の施設、ここにあるのをちょっと経営し

たいというようなことでも使えていくものです。

ですからその使い方は多岐にわたっていくと思

います。その中で一つその地域のケアっていう

ことをしなさいっていう、そこにつなげてくだ

さいよっていうような考え方ですね。私は、こ

れは一つのモデル成功例を早くつくっていくと

皆さんが意外とこれはいけるんだと、そして人

も増やせると。例えば、中山間、その他の事務

をやる、多分いろいろ事務局やっている方って

多分いろいろ持っているんですよね、これ大変

ですよね。この時に、１人、２人事務の人がい

たらいいなというときに、こういう事業をやっ

て、何らかの営利事業といいますか地域産業を

起こしていく中でやっていくと、そこに人も雇

用できるし、例えばそこに対して補助金、助成

金も人の分が出てくるとかってシステム出てく

るので、人を増やせるなと。事業ごとに人って

こうあるじゃないすか、そういう意味でも有効

だろうなというふうに考えています。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  勉強されている市長で

すから否定はしませんから、これは地域づくり

とともに私も興味は持ちましたから、できるん

であればやっていければなという思いもありま

す。 

 次に、地域づくりの人材の育成について質問

いたします。小さな拠点づくり、今言ったＲＭ

Ｏ、どちらにしても地域に密着しながらさらに

若いしかもノウハウの持った人にリードしても

らうのが必要ではないでしょうか。 

 市長の考えをお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  ＲＭＯはＲＭＯ、小さ
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な拠点は小さな拠点として、別になるところも

あるだろうし一緒になるところもあるだろうし、

いろんな形があるだろうなと。私は、できれば

その、今これこれから人材の話をするわけです

けども、新田議員のようなこの地域のずっと見

てきた方と、いやいやこのＲＭＯはこういうふ

うに使えばいいんじゃないかとか、その議員の

考えを聞きながら、いやここの部分はどうすん

だとかこうすんだとかって、こうテーブルの上

で聞きながらちょっと話をしていって、その現

実と重ねながらこう考えていきたい課題だなと

いうふうに思っています。ですから、そのこう

やったからこう、聞いたからこう、議会で私が

答えたからこうやるもんだではなくて、それを

つくっていきたいなと。いろんな事情を鑑みな

がらそういう課題。いきなりこのふるさと村を、

俺んとこのＲＭＯでちょっとやりたいなってい

う話だって出てくる可能性もあるわけですよ。

あれ農業重ねているとかいうこともあります。

そうするとそのＲＭＯとか小さな拠点というも

のが、そこに運営するリーダーが出てくるわけ

です。そのリーダーっていうのは、これから地

域を牽引するリーダーになっていく可能性は大

きいそういうふうに思います。一つ重要なこと

は、地域のリーダーってまず例えば事務とか働

く人だったら地域以外から雇用するってことも

あるんですけど、地域のリーダーとやっぱり地

域に住んでいる人がリーダーになってく、もし

かそこに住んじゃう人もいるかもしれませんけ

れど。それをどういうふうにしてつくっていく

のか。地域が育てるっていうのがやっぱり一番

いいと思うんですよね。地域が育てるんだけど

も、その地域に仕事とかいろんな力とか、使え

るお金もないと育てにくいだろうという部分も

あります。もう一つはその地域が育てるってい

うことで、ちょっと私が思ったのは、例えばこ

こにいらっしゃる方、皆さん地域のリーダー、

若いときからリーダーだったと思うんです。新

田議員はどうやってその地域にこうふうにリー

ダーになるように育てられたのかな、恐らく若

いときから「ちょっとおめ、こっ」とか、いろ

んな形で引っ張り込まれてこうやってきたのか、

自分から入っていったのかとかってあるんです

よね。もう１回その自分がどういうふうにして

その地域のリーダーとなって、こうやって今議

員さんという職をやられるようになっている

方々が、どうやってその地域の中で、世の中に

押し出されたんだろうかっていうところをちょ

っと１回こう話を聞かせてもらいたいですね、

皆さんから。俺の若いときはこうでこうやって、

こういう人がいて、おめ、こうやれって言われ

たからなんとなく俺がこうリーダーになってい

たとか。農業を引っ張っていったらそれでリー

ダーになってきたとか、いろいろあると思うん

です。そこをもう１回思いだして、そのリー

ダーの育成というものをどうしたらできるかっ

てことを考えなきゃいけないなと私は思います。

やれって言われたって仕事でできないですよね。

その資質とか裁量とかってのはすごい大きい、

それをどうやってその地域で育てられたのかな

ってのはもうすごく知りたいことです。まずそ

こら辺の勉強から、振り返りからはじめていっ

たらいいかなというふうに思っています。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  地域のリーダー、これ

は黙っていては出てきません。まあ私の場合だ

と２時間ぐらいかかるんでここではできません

けれども、やはりその当時というのは、やっぱ

り婦人会と青年会ですよね、地域のリーダーに

なっているのは。まずそれに入っていろいろと

鍛えられると。今、その青年会もなかなか目に

見えない、今のそれこそ地区センターごとに青

年団があって青年会があってそれの、文化部門

やったり、体育部門やったりして、そういった

中で、その当時は、その中のリーダーっていう

のはみんな市の職員でした。会長とか市の職員

が多かったんです。そういうのと一緒になって

やることによって、私もそういう話を受けたり

やって、私も会長までやりましたけれども、そ

ういう何かそういうきっかけがあればもちろん

そうなると思いますし、誰か言ったように、青
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少年ホームなりそういった中で、きちんとね何

回もやるってことは育成になるんではないかな

というふうに思っているところでございます。 

 そこで次の質問に移りますけれども、永遠の

日本のふるさと遠野がこのままいくと、このま

ま行くとですよ、それだけ何かしなければなり

ませんけれども、このままいくと田畑は荒れ誰

もが住まない地域になるのではないかと思うこ

とがあります。 

 市長の考える永遠の日本のふるさととは、ど

う写されているのか伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  私は、役所に入りまし

てから、その後ちょっと東京に行って来たので、

本当に遠野は私の永遠のふるさとでした。だか

らもう、大事な仕事に行くときは遠野まつりの

その録音した音を聞きながら車を運転してその

場所に行くと、それで鼓舞して負けないぞと、

この何て言いますか、遠野のアイデンティティ

を吸収しながら行きました。これが私の永遠の

ふるさとです。でも、何か永遠のふるさとなの

か、これも当たり前に遠野はもういいんだ、も

う日本の中で遠野はいいんだっていう、すばら

しいんだっていうところをかなり染み込んでき

てる部分もあるので、次の形、それこそデジタ

ル田園都市っていう中に、どういうふうに、そ

の田畑とかっていう話がありましたから、それ

を組み込んでいって、さらに集約するのか、そ

の作付とかいろんな配置、畑、田んぼ、牧場こ

ういったものを、例えば等高線ではないんです

けども、山と畑の間に牧場があるとか、いろん

なその考え方を出していって、再度その有効活

用を考えていかないといけないのかなというふ

うに思っています。 

 再集約が必要な部分はかなりあります。農業、

例えばホップだってそうですよね、やっぱりも

うちょっと合理的に集約してやらないと、これ

から先いけないし、それを伸ばさないでそのホ

ップの乾燥施設を何億かけていくのかとってこ

とになります。やっぱり最低でも45トンから60

トンぐらいの収量を上げて、もうよし、いきま

しょう日本一、それでその施設を新しく最新に

してくとかというような目標を持ってやってき

たいと私は思います。どうするどうするこれっ

ていうふうな形で引きながらやりたくないって

いうのは私の気持ちです。遠野もそういうふう

な向き合い方でいけるようにしたいなと。 

 そうすると、今例えば議員、今、さきにおっ

しゃいましたが、ウクライナの問題あります。

飼料高騰しています。飼料が高騰しているわり

には牛の値段が下がったっていう話、これもも

うおかしな話で上がっていってもらいたいとこ

ろですよね。でも経済状態がよくないから下が

るんだと思うんですけれど、この辺を飼料はど

ういうふうにして、飼料が５万上がるんだった

ら、今まで国産の飼料は例えば輸入飼料よりも

３万高かったとするじゃないですか、単位は別

として、それだったら５万高い輸入のものを買

うんだったら３万高い国産のものを作ったほう

がいいんじゃないかとか、いろいろ考えていく

必要があると思うんです。入ってこない時期、

これ今ウクライナの問題がいつまでどういうふ

うになってくるのか、ロシアとウクライナだけ

で済むのか、もっともっと世界の経済に打撃を

与えていくのかっていうこと考えたら、もう読

めないです、まだ。じゃそれをじゃあこの状態

だから、輸入高くなって困った、じゃあ補助金

増やそうとか、これだけやっていても進歩して

いかないです。だったらそれが影響されないよ

うな形を少々高くてもいいから遠野でこの部分

作っていこうかとかそういうこと考えなきゃい

けない時期だと思います。それと個人個人で頑

張ってきて、農業頑張ってきた方、後継者がい

ない、労力不足ってことを言われます。そうす

ると共同でやらなきゃいけないって部分が出て

きます。そしたら私が一番こう遠野の例えば畜

産の話昨日も出ましたんでお話しすると、キャ

トルセンターありますよね、キャトルセンター、

私これからの時代では、すごいいい施設だと思

っています。何回も私見に行っているんですけ

ど、あれの収支的にマイナスな部分っていうの
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はもう分かるわけですよね。その預託料の問題

とかあるけども、それ以外の収支の部分ってい

うのは悪くないんですよ。だとするとあれをモ

デルにして民間で運営する部分も起きてくると、

私畜産もこれ遠野としては企業的にやれる部分

になるなというふうに思っています。そういう

いいところをどんどん、市内にあるいいものも、

いい人もいるので集約して、例えば起業化する

とかってしてそこに投資する方法を市も一緒に

考えてやっていくとかっていうふうに構造を変

えてかなきゃいけない部分を否定できないです、

時代的に。このところを一回考えるしかない。

それと例えば、牧場も考えているんですけど、

中洞牧場ってありますよね、ちょっと固有名詞

出ていますけども有名な牧場なので、中洞さん

遠野にも何回もいらっしゃるんですけど、あそ

こで、それこそあまり左右されない、その畜産

を、酪農とかやっていて六次産業もやっていて、

あそこに入ってくる若い人も多い。遠野はこれ

だけその自然地理的ないい条件があるのだから、

遠野でできないかそういうことを。例えばなか

ほら牧場に人いっぱい来るそうだから中洞さん

のその分店じゃないですけど分場ができて、そ

れを指導的にしてもらって、そこに遠野の人た

ちが、若者が興味を持って関わっていって、遠

野のスタイルができないかとかいろいろ考えて

います。 

 こういうことを、私、実際素人なわけですか

ら、いろんな知識のある皆さんと、こうざっく

ばらんに話をしていきたいんですよね。いやい

や市長よ、お前そういうふうに簡単に言うけど、

それは簡単にいかねえ部分なんだ、ここのとこ

どうすんだ。ここ、こういう問題あるんだって、

そういうことを今、どんどんみんなで出し合っ

て、それをどうやって解決するかっていうのを

やって、次の時代に向き合わなきゃいけないと

きが、私は今だと思っています。で、座談会ち

ょっと長くなってすみませんね。座談会って… 

○議長（浅沼幸雄君）  答弁をまとめてくださ

い。限られた時間でございますので。 

○市長（多田一彦君）  はい、すみません。そ

のように思っています。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  今の市長の話は、長々

とありますけれども、やはり具体的なものも出

していってもらいたいし、それから話合い、井

戸端会議のみならず分野ごとのきちんとした話

合い。やはり、この永遠の日本のふるさと遠野。

やはり私は第一次産業の一番それを持っている

ものだと思っています。 

 これが、今、木材が見直されてきていますけ

れども、逆に、いろんなものが上がっている中

で米だけは上がらないといわれております。こ

れも、見渡す限り田んぼが多いわけですけども、

それが一番悩んでいるところでございますし、

本当の意味の日本のふるさと遠野をつくる。こ

れを再度、議会と当局がもちろん一緒になって、

議論しなければなりませんけれども、議場のみ

ならずそういったところで話合いできればなと

いうふうに思うところでございます。 

 それでは、次のテーマに移ります。 

 医師確保についてであります。 

 ５月17日の日報紙に、ＳＭＣ遠野に新工場、

部品供給21社入居とあり、2025年には本格稼働

するという報道がありました。地元を含め430

人程度の雇用の見込み。遠野エリアに一大部品

供給団地を構築するようであります。 

 市にとっては喜ばしいことであり、若者の定

住、あるいは定着へと夢は広がってきます。 

 市の人口推移を見ると、あと10年ぐらいで２

万人を切るのではないかというふうに思う中に

あって、若者の定住、この地域において最も大

事なことだと思います。なぜなら、子どもたち

の減少が大きいと私は思っています。 

 将来の遠野市を引っ張っていく若者の力が必

要であります。そのためには、子育て環境の整

備が急務であり、いかにして安定した子育てが

できるか、これが大切なことになってきます。 

 そこで、テーマに戻りますが、子育てするな

ら遠野という言葉、よく耳にしますが、産婦人

科がないということは致命的なことであります。
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これも市民に我々も指摘されております。 

 後期５カ年計画には、少子化の進展等により、

妊産婦や母子の取り巻く環境が厳しくなってい

る。市は、ねっと・ゆりかご助産院や包括支援

をすることによって、産前産後のケアをし、将

来的には医師の確保も視野に入れながら、とい

うふうになっております。 

 問題は、遠野で子どもを産むことができない

ってことになります。婦人科だけでは子どもは

産めないそうです。産婦人科じゃないと産めな

い。そこで、市では産むことができない。昔は

個人の医院でも、私の知っている限り３か所ぐ

らいは個人の産婦人科があって、里帰り出産を

し、実際私の姉も遠野で３人子ども産んでおり

ますけど、そういうことが今は全くありません。 

 市では、様々な努力をしているようですが、

市長の産婦人科、小児科への招聘に対する考え

方についてお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  後期計画の中に、ウィ

メンズ・チャイルドクリニックあります。そし

て、誰もがそれを求めるところです。 

 実際、どのようにすれば、ウィメンズ・チャ

イルドクリニックができるのかということを明

確にしなければいけない。じゃないと計画にも、

どういう計画にするかということが出ていかな

い。予算立てもできない。こういうことです。 

   （発言する者あり） 

○市長（多田一彦君）  はい。 

   （発言する者あり） 

○市長（多田一彦君）  分かりました、分かり

ました。今、そこにいきます。ということは、

テーブルにのせるための要素をしっかり集めな

ければいけない。 

 例えば、ウィメンズ・チャイルドクリニック

であっても、私が調べておいて、今、職員にも

調べてもらったりしている中で、産科の、要す

るに婦人科の先生が３人要ります、最低。婦人

科だけでは駄目で、小児科も３人要ります。つ

まり６人の医師が必要になってきます。給料が

お一人2,000万から3,000万。3,000万だとする

と、給料だけで１億8,000万必要になります。

どのぐらいの人が出産してくれるのか。看護師

さん、それと施設維持、どう見ても２億5,000

万ぐらいのお金は毎年そのためにつくらなけれ

ばいけないというのが、大体、条件ですね。 

 これを、産科ということをプラスにすると花

巻市で今考えている産科、産婦人科、それとチ

ャイルドクリニック、これは10人、10人だそう

です。産婦人科医師が10人、小児科医師が10人

じゃないとやれないと。奥州市で６人、６人だ

そうです。これを今、県とお願いしたりいろい

ろしているということころです。 

 現在は、周産期医療、周産期のその安全性、

これをどうするかっていうところになっている

ので、そこがしっかりしているところじゃない

と出産が難しいと。低体重の出生の例が増えて

いる。割合的には約１割の出生はそういうふう

になっています。ということ考えると、遠野が

出産をする、準備する力あるだろうかと。だと

したら、私は、周産期に、周産期医療センター

に近いところになるべく早く行って宿泊できる、

もしくはその移動を安全にする。そして産前、

その産後、周産期はもう当然病院のとこですね。

そこにしっかりしたケアのところでいないとだ

めだろうと思っています。 

 ですから、遠野が準備できるとすれば、婦人

科、小児科、それと産前産後ケア。これが、今

の状態の遠野が、どういうふうにしてそのお金

をそこにつくって臨んでいくか。 

 医師は、何人かのいろいろ協力的な先生もい

らっしゃいますので、頼るということは当然必

要ですけれども、その先生方だけでは足りない

ので、募集して集めないと絶対にできないとい

うところです。 

 ですから、遠野が一番やれること、産科以外、

出産以外のところで、どう手厚くするかという

のが今のことで、今、要するにアフター、要す

るに産後ケアのところで、あえりあで宿泊じゃ

ないですけども、デイサービスみたいにする部

分も出てきたり、４回まで使えるんですけど、
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様々なサービスを重ねていくと、今できること

はそれです。産を目指すのかどうかってのは、

大きな問題ですよ。 

 それと、デジタル田園都市構想の中では、そ

の出産に関する部分も集約していくというふう

になっていくと考えられています。中部病院、

岩手県、全てそういうふうに先導しています。 

 自分たちがどういうふうにしていくか。どう

いうふうに安全に出産して育てていくかという

ところを考えなければいけない。そういうふう

に思っています。 

 産の部分は、恐らく遠野で産を入れていくと、

奥州市同様、少なくとも６人の産婦人科の先生、

６人の小児科の先生、これを雇用しなければい

けません。その条件はあります。こういう状態

です。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  いま、しゃべったのは

本当のことだと思います。ですから遠野はでき

ませんという結果になるわけですから。 

 やはり、産婦人科はかつていっぱいあった。

そして、私は産婆さんが来て産まれましたけど

も。過去にはそういうこともあったと。ただ、

今、１人ではできない。そして、24時間体制で

やらなきゃならない。リスクが高い。そういう

ことが、多分許されない世界になってきて対応

しかねるということだろうと思います。 

 将来的に見て、盛岡とか北上、花巻、ああい

うところは、個人病院もあります。婦人科出産

もできます。 

 やはり、今の市長そんなになったばかりで諦

めることなく、私は、医師確保については以前

にもいろいろと一般質問しましたけれども、そ

れは、結局は20年以上前です、私提言したのは。 

 これは、遠野出身とか、そういう遠野に興味

ある人とか、そういった方々に医科大学とか、

そういうところの授業料とかそういったもの全

部市で賄って、確実に遠野に就職といいますか、

そうやって、例えば５年に１人ずつ増えたとし

ても、それは大きな遠野市の戦力になりますよ。 

 遠野は離れています。釜石に行くにも花巻で。

も。いくら高速があっても。今はヘリで対応す

るっていうことになるかもしれませんけれども、

やはり、今後のことを考えると、じっくりと考

えて、そんなに最初から私は諦めるべきものじ

ゃないと、私は思いますけども、もう一度お伺

いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

 予定の時間過ぎておりますので、よろしくお

願いします。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  はい、分かっています

よ。 

 諦めているわけじゃないんです。実態、現状

はこうですと。こういうことをまず認識してい

ただいた上で、計画っていうものをチャレンジ

していかなきゃいけないと思っています。 

 方法としては、例えば市の負担はこのぐらい

しますから、岩手県の県立病院の、今沿岸にも

たくさんあります。これは将来どうなるんです

かと。遠野は防災拠点でもあって、エネルギー

拠点でもあったとすれば、その県立病院を集約

するときは遠野がいいんじゃないですか。だと

すれば、遠野はこのぐらいの負担をしますから、

産婦人科を一緒につくりませんかという方法も

あると思うんです。 

 そうすると病院の建物もあるし、看護師さん

たちもあるし。じゃあ、遠野の負担というのは、

今私が申し上げたよりもぐっと少なくなるかも

しれない。こういうこともあります。今議員お

っしゃったように、遠野市の出身のお医者さん

たち結構いらっしゃいますので、その方たちに、

それこそ、永遠のふるさと遠野として考えてい

ただくというようなこともあると思います。で

すから、私が申し上げたのは、こういう状態の

中で、こういう条件の中で簡単にやるやるとは、

書くのは簡単ですけどできませんよって話で、

それを皆さんに分かっていただいた上で、それ

は挑戦していかなきゃいけないっていう考え方

で申し上げました。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 
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   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  一般的な話は、子ども

が少なくなってきていますから、それで採算取

れるとか儲かるっていうことじゃないと。しか

し、日本といいますか、人間の生きていく一生

の中で、自分の子どもをつくり、あるいは孫が

できる。そういった一つのサイクルの中で、絶

対これは必要なんですよ。 

 私は、これを一つやっただけでも、逆に、遠

野の人口なりそういったものが増えてくる可能

性もある。そして、さっき言ったように誘致工

場も来る可能性もいっぱい出てきています。そ

ういったところをぜひですね、今後努力をしな

がら、一発で諦めるんではなくて、ぜひ確保に

向かって突き進むというのを期待しているとこ

ろでございます。 

 もう一つ、先ほど、当然これは岩手県の医療

局というんですか、そういう方針があって、岩

手県をブロックに分けて、こっちはこっちだよ

と、まあ、それはそれで理想かもしれませんけ

れども。例えば市長のすばらしい国際感覚の下

で、台湾だって中国だってそういったところだ

って手を伸ばしながら、遠野市の永遠のふるさ

とをつくるために、そういう情熱というものを

私は持ってもいいんじゃないかなと思いますけ

ど、もう一度その辺について伺っておりますけ

ども。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  それもあると思います。 

 ネパールで、一人天才的な女の子がいまして、

貧乏で中学校に上がれないということだったん

ですけど、中学校に行かせています。そして、

その後、医者か弁護士に、本人もなりたいとい

うことなんで、それをサポートしようと今して

います。 

 震災後、ワールドテレメディシンというのを

つくりました。ネパールの貧しい村、無医地区

なんで、これ、世界中の医者からインターネッ

トつないで診断してもらうというのをやって、

今もやっています。そのシステムでやっている

ところあります。ですから、当然インターナシ

ョナルに考えていかなければいけないことだと

思います。 

 私も出産、非常にこだわります。それこそ私

の長男も産まれた次の日、まあ、駄目だったん

ですね。それこそ周産期のときに亡くなりまし

た。原因分からないということだったんで、こ

れほんとに元気だったのになっていう、そうい

う親、いっぱいいると思うんですね。そこはや

っぱり慎重に考えて大事にしていかなければい

けないと思っています。ですから、前向きにし

っかり取り組みます。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  最後の、前向きに取り

組むということに期待いたしまして、私の一般

質問を終了させていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  これにて一般質問を終

了いたします。 

────────────────── 

   日程第２ 議案第37号令和４年度遠野市

一般会計補正予算（第２号）   

○議長（浅沼幸雄君）  次に、日程第２、議案

第37号令和４年度一般会計補正予算（第２号）

についてを議題とします。 

 本案について、提出者の説明を求めます。鈴

木副市長。 

   〔副市長鈴木惣喜君登壇〕 

○副市長（鈴木惣喜君）  命によりまして、令

和４年６月遠野市議会定例会に追加して提出し

ました議案第37号令和４年度遠野市一般会計補

正予算（第２号）について御説明いたします。 

 本案は、第１条歳入歳出予算の補正により、

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億2,

647万1,000円を追加し、予算の総額を歳入歳出

それぞれ180億7,012万7,000円としようとする

ものであります。 

 この補正予算は、新型コロナウイルス感染症

の影響の長期化により、食費等の物価高騰に係

る影響を受ける子育て世帯を支援する子育て世

帯臨時特別支援金給付事業費をはじめ、新型コ
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ロナウイルス感染症対策に関する事業費の予算

について補正しようとするものであります。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審議賜

りますようお願い申し上げます。 

○議長（浅沼幸雄君）  これより質疑に入りま

す。質疑ありませんか。 

   （「な し」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  質疑なしと認め、質疑

を終結いたします。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第37号令和４年度一般会計補正予算（第

２号）については、予算等審査特別委員会に付

託の上、審査することにいたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、議案第37号令和４年度一般会計補正予

算（第２号）については、予算等審査特別委員

会に付託の上審査することに決しました。 

 お諮りいたします。６月16日は、委員会審査

のため休会いたしたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、６月16日は休会することに決しました。 

 以上で、本日の日程… 

   （「議事進行」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  議事進行、小松正真君。 

○１番（小松正真君）  昨日の一般質問、瀧本

議員の一般質問の中で、市長に対して、資質に

疑問を感じるなのか、資質がないというふうに

発言をされていました。議長は、この件に関し

ていかが取り計らうおつもりでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  ただ今の小松正真議員

の質問に対してお答えいたします。 

昨日の瀧本孝一の発言は、資質に疑問を生

ずるという言い方でしたので、言い切っており

ませんので、そこまでの判断には至らなか…昨

日の瀧本議員の質問は、首長としての資質に疑

念を抱かざるを得ませんというふうな言い方で

したので、言い切っておりませんでしたので、

その部分については削除という判断には至らな

かったというふうに考えております。 

 小松正真議員。 

○１番（小松正真君）  分かりました。 

 疑念を抱かざるを得ないということで、言い

切っていないということなんですけども、過去

に瀧本議員は本会議場で、謝罪の上訂正という

ふうな事例がありました。私は、議員としての

資質に疑念を感じるところですけれども、議長

はいかがお考えでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  これは、それぞれの考

え方があると思います。 

 ただいま発言した小松正真議員の考え方を私

は否定はいたしませんが同感もいたしません。 

 私は、その都度都度それぞれの議員が本会議

場で自分の意見を述べる。その述べている最中

に行き過ぎの発言もあることは、これは、私も

含めてどなたの議員もあることではあると思い

ますけれども、そのときには、やっぱり、周り

の方々から議事進行、あるいは本人が気づいた

ときには直すということで進めていっていただ

きたいというふうに思います。 

 小松正真議員。 

○１番（小松正真君）  すみません。最後にし

たいと思うんですけれども、もちろん我々議員

側から議事進行をかけて訂正するってことは、

これ必要なことだと思います。議長も、ぜひ進

行役として中立な進行と正しい進行、これを心

がけて、ぜひ議員の発言、しっかり注意をして、

議長のところで止めるところは止める、これを

しっかりやっていただきたいと思いますがいか

がでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  それに関しましては、

常に心がけております。ただし、私の力の及ば

ざるところもあると思いますので、そこは17名

の議員の方々に補っていただきたいと思います。 

 そのほかございませんか。 

   （「な し」と呼ぶ者あり） 

────────────────── 

   散  会   

○議長（浅沼幸雄君）  それでは、以上で本日
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の日程は全て終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。御苦労さま

でした。 

   午前11時16分 散会   


